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川水辺国勢調査

大阪府水産生物

センター淀川魚

類資源動向調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

大阪府水産生物

センター淀川魚

類資源動向調査

大阪府水産生物

センター淀川魚

類資源動向調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

大阪府水産生物

センター淀川魚

類資源動向調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

国土交通省 河

川水辺国勢調査

平成14年度（8

月･10月）
平成14年７-8月

平成16年度

（5月･10月）
平成14年７-8月 平成14年７-8月

平成16年度

（5月･10月）
平成14年７-8月

平成16年度

（5月･10月）

平成16年度

（6月･11月）

平成13年度

（5月･11月）

平成13年度

（5月･11月）

平成13年度

（5月･11月）

平成13年度

（5月･11月）

平成14年度（6･

8・10・3月）

平成14年度（6･

8・10・3月）

平成14年度（6･

8・10・3月）

平成14年度（6･

8・10・3月）

生物A 魚類 サケ科 ニジマス ○ 

アユ科 アユ ○ ○ 

生物B 魚類 ウナギ科 ウナギ ○ ○

コイ科 コイ ○ ○ ○

コイ科 ギンブナ ○ 

コイ科 オイカワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 フナ属（Carassius）の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 フナ類 ○ ○ ○ ○

ボラ科 ボラ ○ ○ ○ ○

ハゼ科 トウヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ハゼ科 カワヨシノボリ ○ 

ハゼ科 ヨシノボリ属（Rhinogobius）の一種 ○ ○ ○ 

ハゼ科 ヨシノボリ ○ ○ ○

甲殻類 テナガエビ科 スジエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

テナガエビ科 テナガエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

軟体類 シジミ科 マシジミ ○ ○ 

その他 魚類 コイ科 カネヒラ ○ ○ ○ ○

コイ科 シロヒレタビラ ○ ○ ○ ○

コイ科 イタセンパラ ○

コイ科 タイリクバラタナゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 バラタナゴ ○

コイ科 ハクレン ○ 

コイ科 ワタカ ○ ○

コイ科 ハス ○ ○ ○ ○

コイ科 カワムツ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 モツゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 タモロコ ○ 

コイ科 ゼゼラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 カマツカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 ヒガイ ○ ○ ○ ○

コイ科 ビワヒガイ属（Sarcocheilichthys）の一種 ○ 

コイ科 ニゴイ ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 ニゴイ属（Hemibarbus）の一種 ○ ○ ○ ○ ○ 

コイ科 ニゴイ属（Hemibarbus）の数種 ○ ○ ○ ○ 

コイ科 ムギツク ○

コイ科 モロコ類 ○ ○ ○ ○

コイ科 コウライモロコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ギギ科 ギギ ○

カダヤシ科 カダヤシ ○ ○ ○ ○

メダカ科 メダカ ○

スズキ科 スズキ ○ 

シマイサキ科 コトヒキ ○ 

サンフィッシュ科 ブルーギル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

サンフィッシュ科 オオクチバス（ブラックバス） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ヒイラギ科 ヒイラギ ○ 

タイ科 キチヌ ○ 

ボラ科 メナダ ○ 

イソギンポ科 トサカギンポ ○ 

イソギンポ科 イダテンギンポ ○ 

ハゼ科 マハゼ ○ 

ハゼ科 ヌマチチブ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

タイワンドジョウ科 カムルチー ○ 

軟体類 タニシ科 ヒメタニシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

タニシ科 タニシ科の一種 ○ ○ 

カワニナ科 カワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カワニナ科 チリメンカワニナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

カワニナ科 Semisulcospira属の一種 ○ 

カワニナ科 Biwamelania属の一種 ○ ○ ○ 

カワニナ科 Biwamelania属の数種 ○ 

イガイ科 ハブタエモノアラガイ ○ 

イシガイ科 サカマキガイ ○ ○ ○ 

イシガイ科 カワヒバリガイ ○ ○ 

ニセウオノエ科 ドブガイ（タガイ、ヌマガイ） ○ ○ 

甲殻類 テナガエビ科 イシガイ ○ ○ 

テナガエビ科 エビノコバン ○ 

ヌマエビ科 シラタエビ ○ 

アメリカザリガニ科 スジエビモドキ ○ 

イワガニ科 ミナミヌマエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

イワガニ科 アメリカザリガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

イワガニ科 ケフサイソガニ ○ 

イワガニ科 イソガニ ○ 

出典・調査時期

項目・分類・科・種名　　　　　　　

表7.3   主要魚介類の確認状況（既存調査結果）（淀川）
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図7.14  漁業権設定状況・放流状況（淀川）
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2.8 神崎川 

(1)水域の概要 

神崎川は、大阪府北部を流れる淀川の分流であり、摂津市一津屋地区西端にある一津屋水門で

淀川右岸から取水、東淀川区北部を西に貫流、吹田市の南端をかすめ曲流しながら吹田市・大阪

市淀川区・豊中市・兵庫県尼崎市の境をなして流れ、西淀川区で左門殿川・中島川・西島川を分

けて西淀川区中島と西島の境で大阪湾に注ぐ、流程約21km、流域面積627 kmP

2
Pの河川である。 

 

(1)水質の状況 

1)水域類型指定状況（図 8.1） 

既存生活環境項目（BOD・COD・全窒素・全リン等の水生生物保全環境基準を除く項目）の水域類

型指定状況は、全域Ｂ類型に指定されている。 

2)水質汚濁状況（表 8.2、図 8.2～図 8.4） 

BOD75％値の5年平均の比較図を見ると1988～1997年にかけては、いずれの地点も環境基準を未達

成であるが、徐々に水質が改善され、近年はいずれの地点でも環境基準を満たしている。 

3)亜鉛の水質の状況（図 8.5～図 8.7） 

全亜鉛は年度によってばらつきが見られ、平成17年度に千船橋で年度平均値が0.03 mg/L程度、小

松橋では0.036mg/Lとなっている。 

神崎川本川における亜鉛排出事業所としては下水処理場・化学工業製品製造業・食料品製造業等、

全体で11件存在しており、そのうち当該水域へ直接放流する事業所（PRTR対象事業所）は6件で、年

度排出量が1000kg超・100kg超・10kg超・1kg超・1kg以下の順で見ると3件・2件・1件・0件・0件と

なっている（出典：平成18年度水質汚濁物質排出量総合調査データ、平成18年度PRTRデータ）。 

 

(3)水温の状況（図 8.8～図 8.9） 

全域で平均水温が17～20℃程度となっている。 

 

(4)水域の構造等 

1)河床材料（図 8.10） 

河床材料は、概ね全域において泥が主体となっている。 

2)流量（図 8.11） 

流量測定点は無い。。 

3)主な河川構造物（図 8.12） 

堰やダム等の設置は無い。 
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(5)魚介類の生息状況（表 8.1・表 8.3、図 8.13～図 8.14） 

1)冷水性の魚介類 

  (a)基本情報 
河川水辺の国勢調査等によると、冷水性魚介類は確認されていない。 

  (b)ヒアリング情報 

表8.1のとおり。 

2)温水性の魚介類 

  (a)基本情報 
温水性の魚介類は全般的にコイ・フナ類・オイカワ・ボラ等が確認されている。 

  (b)ヒアリング情報 

表8.1のとおり。 

 

3)その他関連情報 

神崎川においては漁業権が設定されていない。 

 

表8.1  魚介類生息状況に関する学識者や漁業関係者へのヒアリング結果概要（神崎川） 
 上流～下流 

魚介類

の生息

に関す

る情報 

●代表的及び特徴的な魚介類としてギンブナの他に、海産
性魚類であるボラ、スズキ、シマイサキ等があげられる（大
阪府水生生物センター、藻川漁協）。 

●イワナ・アマゴ等は本流内には生息していない（大阪府
水生生物センター、藻川漁協）。 

●概ねコイ・フナ類等の種類は全域に生息している（藻川
漁協）。 

 

 

 

 

 



 

 

 

1
4
7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.1  水質汚濁に係る環境基準の類型指定状況（神崎川） 
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水域 類型 環境基準点 年度 BOD(mg/L) pH DO(mg/L) SS(mg/L) 大腸菌群数（MPN/100mL)

最小値 最大値 平均値 75%値 基準 最小値 最大値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準 最小値 最大値 平均値 基準

神崎川 B 小松橋 H16 0.9 2.5 1.6 1.9 6.8 7.5 7.6 12.0 9.4 3 46 10 4,900 33,000 17,000

H17 0.8 6.2 2.3 2.3 7.1 8.0 6.9 12.0 9.6 1 20 8 1,700 240,000 68,000

H18 1.3 4.3 2.0 2.3 6.9 7.6 7.6 11.0 9.5 3 13 7 1,300 7,000 3,600

神崎川 B 新三国橋 H16 0.6 2.8 1.7 1.9 7.1 7.7 4.5 10.0 7.4 2 17 5 7,900 490,000 85,000

H17 0.7 3.3 1.9 2.3 7.1 7.9 4.1 9.9 8.1 2 11 5 2,200 540,000 33,000

H18 1.3 8.1 2.5 2.5 7.2 8.5 3.1 9.6 7.1 3 120 10 790 5,400,000 100,000

神崎川 B 神崎橋 H16 0.9 1.8 1.4 1.8 7.0 7.7 6.1 9.3 7.7 2 5 4 ー ー ー

H17 0.8 3.9 2.4 3.0 7.1 8.1 5.0 10.0 7.8 2 6 4 ー ー ー

H18 1.0 2.1 1.8 2.0 7.2 8.2 6.5 9.3 7.9 5 6 5 ー ー ー

神崎川 B 千船橋 H16 1.0 3.5 2.0 2.1 7.2 8.1 5.0 11.0 7.3 1 15 6 330 350,000 43,000

H17 1.1 6.0 2.6 2.8 7.3 8.0 4.9 9.5 7.8 2 11 6 1,700 490,000 96,000

H18 1.3 5.0 2.4 2.8 7.3 8.1 4.2 11.0 7.8 3 8 6 330 130,000 16,000

神崎川 B 左門橋 H16 1.2 3.6 2.3 2.8 7.1 7.6 4.8 9.4 7.4 6 24 12 1,700 460,000 120,000

H17 1.4 4.5 2.6 3.0 6.8 7.3 5.0 9.6 7.1 7 11 8 1,300 9,200,000

H18 1.7 3.0 2.2 2.7 6.8 7.3 4.2 8.6 6.9 6 17 9 490 23,000 10,000

神崎川 B 辰巳橋 H16 0.6 3.4 1.6 1.8 7.0 8.1 4.2 11.0 6.9 1 7 4 1,300 330,000 67,000

H17 0.9 3.8 1.9 2.5 7.1 8.5 4.4 10.0 7.4 2 11 5 2,200 490,000 43,000

H18 1.1 4.9 1.9 2.2 7.1 7.4 3.9 7.4 6.0 2 14 6 240 220,000 40,000

1,500,000

3 5 5,0006.5～8.5 25

3

3

3

3

3

6.5～8.5

6.5～8.5

6.5～8.5

5

5

56.5～8.5

6.5～8.5

255

25

25

25

25

5,000

ー

5,000

5,000

5,0005

 

表8.2  近年の水質状況（神崎川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公共用水域水質測定結果（平成16～18年度） 
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神崎川 ＢＯＤ75％値　縦断分布図
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図8.2  BOD75%値の縦断分布図（神崎川） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.3  ｐHの縦断分布図（神崎川） 

出典：公共用水域水質測定結果 
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神崎川 ＤＯ　縦断分布図
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図8.4  DOの縦断分布図（神崎川） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年度平均値が＜0.01、＜0.03（定量下限値未満）の地点については、0.01及び0.03とみなしてプロットした。 

また、定量下限値が＜0.05の地点のデータは除外した。 

 

地点：環境基準点（●）・補助点（○）・流量測定点（▲） 

 

図8.5 全亜鉛の縦断分布図（神崎川） 

出典：公共用水域水質測定結果 
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図8.6  亜鉛測定地点（神崎川） 
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（平成17～18年度）

淀川

大阪湾

大

正

川

：対象河川本流

茨

木

川

佐

保

川

神

崎

川

千船橋

H17 0.03

H18 0.01
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図8.7  亜鉛分布状況（神崎川） 
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図8.8  水温の分布図（神崎川）
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神崎川 水温縦断分布図
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水
温
（
5
年
平
均
）
℃

最高

平均

最低

上
流下

流

※最高・平均・最低は、平成14～18年度の公共用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の年最高値・年平均値・年最低

値を求め、それぞれ5ヵ年平均した値である。一部で月１回以上の頻度で計測していない地点がある。

　

　地点：環境基準点（●）・補助点（○）・流量測定点（▲）

地点

B類型

神崎川(安威川、猪名川を除く神崎川)

水温（℃） BOD(mg/L) H16年 計画

① 大阪府 神崎川 公　共 川面下水処理場 22.9 4.6 0.47 0.47

② 大阪府 神崎川 公　共 南吹田下水処理場 24.0 3.3 0.80 0.95

③ 大阪府 神崎川 公　共 十八条下水処理場 23.0 5.2 2.35 2.08

④ 大阪府 神崎川 公　共 庄内下水処理場 0.0 6.3 1.20 1.20

⑤ 大阪府 神崎川 公　共 大野下水処理場 23.0 5.2 3.24 2.78

No 事業名
放流水質（H16年平均） 放流量(㎥/s)

都道府県名 処理場名河川

出典：（社）日本下水道協会　平成16年度版　下水道統計（行政編）より
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←
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図8.9  水温の縦断分布図（神崎川） 

出典：公共用水域水質測定結果等 
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図8.10  河床材料図（神崎川） 
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淀川から分岐

一津屋樋門 凡　例

淀川右岸線一津屋新橋 魚道なし

大阪府水管橋 魚道あり

電力ケーブル

大阪高槻線江口橋

平成２０年６月作成

出典：国土交通省資料等を基に作成
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川

神崎川 流量　縦断分布図
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図8.11  流量の縦断分布図（神崎川） 

出典：流量年表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8.12  主な河川横断工作物（神崎川） 
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図8.13  主要魚介類の確認状況（神崎川） 




